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名前

活動の概要

配属先

鈴木 育則 （ /         ）2019-3 コンピュータ技術

私のブータンお気に入り

ティンプー県 政府技術庁（GovTech）

ブータン政府で使用されるITシステムの開発と
同僚たちへの技術指導をしています。

私のお気に入りは、ティンプー市内にある
ナショナル・メモリアル・チョルテンです。
特にチョルテン内部の立体曼荼羅は
ずっと見ていられます。

名前

活動の概要

配属先

山中 睦子 （ /         ）2021-7 手工芸

私のブータンお気に入り

ティンプー県 ダクツォ青少年障害者職業訓練センター

ぬいぐるみのサンプルを作り、それを大量生産できる
ようにパターンやゲージなどを準備し、同僚の先生達
や生徒達に教えて、いっしょに生産を行っています。

ポプジカ

ティンプー県
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名前

活動の概要

配属先

小島 海治 （ / ）2022-7 音楽

私のブータンお気に入り

ティンプー県 デチェンチョリン小中高等学校

小学6年生から中学3年生までの全クラスの生徒に
音楽を教えてます。

ダンリナという田舎町。家のすぐそば
にフィットネスジムがあり、そこには勢
い良く出るホットシャワーがあります。
そこの会員になり日曜以外毎日通っ
ています。また、そのすぐ近くにお
しゃれなピザレストランがあります。
すごくおいしいです。

名前

活動の概要

配属先

福井 勇貴 （ /         ）2022-7 柔道

私のブータンお気に入り

ブータンオリンピック委員会
ブータン柔道協会

初心者から国際大会出場を目指すナショナル選手までの
約250人の現地人柔道選手への指導と、協会運営に対する
助言。年2回行われる国内試合、昇級試験のマネジメント。

ティンプーにある Urban Dumraというビアガーデンの
Tap Beerが美味しい!
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名前

活動の概要

配属先

岩佐 幹生 （ /  ）2021-4 労働安全衛生

ティンプー県 建設開発公社

ブータン国内の現場や作業場を回って、工事現場の
安全指導をしています。

私のブータンお気に入り

ここの人は誰でも遊びの仲間に入れてくれます。
３０年振りにテニス再開しました。

名前

活動の概要

配属先

新保 比奈子 （ /         ）2022-7 看護師

私のブータンお気に入り

ティンプー県 ジグミ・ドルジ・ワンチュク国立病院

ジグミ・ドルジ・ワンチュク国立病院の救急外来で活動
しています。EMRという救命救急士と活動しているた
め、救急車の要請があれば救急車に同乗します。

ティンプーより他県に向かう途中の自然の景色に癒されます。
写真は、チェリに行った時の写真です。
福井県の実家にもこのような自然の光景があり、日本を思い
出します。

-- 6 --



名前

活動の概要

配属先

竹内 理 （ /  ）2022-7 看護師

ティンプー県 ジグミ・ドルジ・ワンチュク国立病院

新生児集中治療室で同僚看護師に新生児看護を
指導しています。

私のブータンお気に入り

Pumolaにあるブランコ。標高約4000mに設置されて
いるブランコから市内が一望できます。
高所恐怖症じゃなければ是非。

名前

活動の概要

配属先

熊田 淳 （ /         ）2022-1 きのこ栽培

私のブータンお気に入り

ティンプー県 国立きのこセンター

シイタケ、ヒラタケの栽培安定性の向上、ナメコ等新規
きのこの栽培法の開発と普及、輸出を目指す加工品
開発を支援しています。

マツタケの主要産地のウラは、スイスに似た景
観で貴重な野生きのこの宝庫です。
数年間滞在して育種と系統分類の研究に専念
したいと思いました。
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名前

活動の概要

配属先

渡辺 弘海 （ /  ）2022-1 土木

私のブータンお気に入り

ティンプー県 インフラ・運輸省

学校建設計画および建設事務所にて勤務していま
したが、省庁再編により病院建築現場にいます。

任地はティンプーで新しい建物が宿舎なので、
日常生活に不便は感じません。ただ、食べ物の
食材は大半がそろいますが、辛いものが多いの
には閉口しています。辛いにもほどがある。
また、生活の基本が仏教に根差しているので、
我々からすると違和感はありません。

名前

活動の概要

配属先

鈴木 宏幸 （ /        ）2022-2 美術

私のブータンお気に入り

ティンプー県 国立伝統工芸学院

彫刻科の生徒に現代塑像彫刻を教えています。
またその他に、国際公募展への学内での広報や出品
作品の取りまとめをしています。

空がとっても青くて綺麗です。
目の前の山が輝いて見えたり悲しく見えたりします。
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名前

活動の概要

配属先

田辺 和 （ /  ）2022-2 理学療法士

私のブータンお気に入り

ティンプー県 ゲルツェン・ジツェン・ペマ母子病院

妊婦さん、産後のママに向けて妊婦体操を行ってい
ます。

BABESAのレストラン、Heritage Home。
歴史ある建築の中で美味しいブータン料理が食べ
られます。粟を発酵させて作られた伝統的な
お酒Tongbaが飲めます。竹でできた容器に竹の
ストローをさして飲みます。無くなったらお湯を足
して3杯くらい飲める、冬にぴったりのお得なお酒
です。

名前

活動の概要

配属先

鍋田 肇 （ /        ）2022-2 農林統計

私のブータンお気に入り

ティンプー県 農業･畜産省

配属先が発行する農業統計集の作成（特に質向上、
図表導入、分析）が主な活動です。
他に農業農村開発事業に少し従事しています。

ブータンは素朴な暮らしが魅力的です。
製造業があまりないので物資は輸入品で高いで
すが、その分暮らしが素朴です。食べ物もシンプ
ルです。単調ですけど。笑
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名前

活動の概要

配属先

村中 裕希 （ /  ）2022-2 看護師

私のブータンお気に入り

小児集中治療室で0〜15歳くらいまでの子どもの
救急救命に携わっています。

Phobjikhaは夏も冬も行きましたが、どちら
も景色が良くて私のお気に入りです。とくに冬
にしか見られないオグロヅルは貴重なので、ぜ
ひ見に行ってみてほしいです。道中は車酔いし
やすいので酔い止めを推奨します。

ティンプー県 ジグミ・ドルジ・ワンチュク国立病院

名前

活動の概要

配属先

江面 和彦 （ /  ）2022-2 獣医衛生

私のブータンお気に入り

主にペットとしての犬・猫の外来診察と各種外科処置
を行っています。

ブータン人の信仰心に篤いところと親切なおもてなしには
感動しました。

ティンプー県 国立動物病院
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名前

活動の概要

配属先

熊澤 美帆 （ /         ）2022-3 障害児・者支援

私のブータンお気に入り

ティンプー県 チャンガンカ小中学校

特別支援教育部門にて美術教育に携わっています。

壮大な山々に包まれて過ごすことができている
ことです。

名前

活動の概要

配属先

村井 瞳 （ /        ）2023-1 水資源開発

私のブータンお気に入り

ティンプー県 エネルギー自然資源省

水力発電ダムの設計を担当する職員に、
無料ソフトを使用した川の水量、はん濫範囲等の予測
計算方法を教えています。

ティンプー川沿いのフットパスです。長閑でお
散歩にちょうどいいです。終点がサブジバ
ザール（野菜市場）なので、お散歩の後にご飯
を食べたり、お買い物をしたりできるのもま
たお気に入りの理由の一つです。

-- 11 --



名前

活動の概要

配属先

岡崎 悠作 （ /  ）2023-1 道路

私のブータンお気に入り

全国の国道の新設や維持管理についてサポートして
います。特に、多発するがけ崩れ対策を取り扱ってい
ます。

みんなの空気がゆっくりしていて、のどかな
自然を楽しめるところ。
写真はサブジバザール（野菜市場）近くの橋
で犬が川を見守ってるところ。

ティンプー県  インフラ・運輸省

名前

活動の概要

配属先

小原 陽子 （ /   ）2023-2 観光

私のブータンお気に入り

ティンプー県 政府観光局

観光開発、促進のための活動をします。現在は主に
とある観光施設の運営ガイドラインを作成しています。

まだブータンに来て2か月ほどですが、ブータンにも
おいしいケーキはあるんだと知りました。
Madoka Bakeryのチーズケーキもその一つです。
ほかにもいろいろ試してみたいです。
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名前

活動の概要

配属先

新原 菜香 （ /  ）2023-2 臨床検査技師

私のブータンお気に入り

病理部細胞診ユニットでスタッフとして働きながら、
同僚に対して技術指導を行っています。

辛い食べ物が好きなので、ブータン料理全般気に
入っています♪

ティンプー県 ジグミ・ドルジ・ワンチュク国立病院

名前

活動の概要

配属先

大津 葵 （ /  ）2023-2 PCインストラクター

私のブータンお気に入り

生徒のICT教育に携わる予定です。

家の近くの公園みるのが好きです、まだ行ってません
が。笑
ローカル料理だとThukpaが気に入ってます！

ティンプー県 デチェンチョリン小中高等学校
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名前

活動の概要

配属先

北川 伸二 （ /         ）2021-7 金属加工

私のブータンお気に入り

配属先の農機具製造部門にて、プレス金型の設計と
製作指導を行っています。

名前

活動の概要

配属先

浅田 瑠理 （ /         ）2022-4 野菜栽培

私のブータンお気に入り

パロ県 FMCL
(Farm Machinery Corporation Limited.）

FMCLが保有する農場で野菜栽培の指導＆支援を
しています。

ミルクティー文化が好き♡お寺や誰かの家に
行っても、「まずはお茶をどうぞ」ってしてくれ
るのがホッとする～。あと、動物がそこかしこ
にいっぱいいるのも癒されポイント。最近は皆
冬毛がもこもこで可愛さ倍増♡

お気に入りその1 「にゃんこちゃん」
借りているアパート近辺を縄張りにするメス猫。いつの間に
か仲良くなり、職場から戻るとアパートの門前でいつも待っ
ていてくれる。情が深くなるのを避けるため、特に名前は付
けてはいないが、首元をなでると秒速でのどを鳴らしては
直ぐに横になり甘えてくるにゃんこちゃんです。
お気に入りその2 「アンクルチップス」
ブータンで販売されている多くのポテトチップスはインド製の激辛が多く、日本
人の口に合いにくいが、アンクルチップスには塩味Ver.が有るのは有難い。ただ、
置いているお店が少ないのが難点。そのため見つけるとついまとめ買いをして
しまう。

パロ県

パロ県 FMCL
(Farm Machinery Corporation Limited.）
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名前

活動の概要

配属先

花里 さくら （ /     ）2022-2 マーケティング

私のブータンお気に入り

自社農場で収穫した農作物の販路拡大など。

名前

活動の概要

配属先

石垣 稔 （ /         ）2022-3 農産物加工

私のブータンお気に入り

パロ県 国立ポストハーベストセンター

農民と学生に加工食品の商品開発・製造指導を行って
います。また、配属先スタッフとシェルフライフ研究を
行う予定です。

ハで養殖されたニジマスを配属先で冷燻
にして冬期限定好評試作中！
パロ北部のオークションで最高値で落札
されたNu350万/Kgの冬虫夏草。軽く
スモークのかかったクリームチーズみた
いでシニアの秘薬です。

ドツォ（焼き石風呂）、とにかく冬はドツォ！
お風呂にお菓子を持ち込んで3時間のんびり過ごす
のは至福の時です。芯まで温まるのでよく眠れる～

パロ県 FMCL
(Farm Machinery Corporation Limited.）
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名前

活動の概要

配属先

大内 巴瑠子 （ /        ）2022-1 体育

私のブータンお気に入り

ハ県 カツォ小中学校

ClassPP（年長）からClass8（中学2年生）の体育の
授業を担当しています。授業の他に、運動会の企画・
運営やソーラン節の演技をしました。

ブータンのティータイムが大好きです。
お茶のある所にブータン人あり。どんなに授業
が忙しくても、ティータイムには皆んなが集まり、
お茶とお喋りを楽しむのが良いなあと思います。
日本にもこの文化がほしい！

名前

活動の概要

配属先

髙江洲 佳絵 （ /        ）2023-1 体育

私のブータンお気に入り

ハ県チュンドゥーアームドフォース小中高等学校

年長さんから高校一年生の生徒に
体育を教えています。

私のお気に入りの場所は、学校の敷地内にある
小さなショップです。ここで、お気に入りの5ニュル
のチョコを、学校が終わったらご褒美に買うのが
私の日課で、楽しみでもあります。
他のご飯も美味しいです。
ぜひハの学校に遊びに来てください♪

ハ県
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名前

活動の概要

配属先

山本 あすか （ /        ）2022-7 体育

私のブータンお気に入り

プナカ県 クルタン小中高等学校 

1. 体育授業の実践
2. 指導方法についての助言、人材育成
3. 課外活動等の支援を通した保健体育科教育の普及・発展

プナカ県にある川(MochuとPochuの二つの
川がプナカゾン付近で合流し、Punatsangchu
という一つの川になる)。散歩しながらのんびり
眺めるのがおすすめ。特に乾季は水の流れが穏
やかで、透き通っていてきれい。
写真はKhamsum Yulley Namgyal 
Chortenからの眺め。

プナカ県
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名前

活動の概要

JOCV時代

佐屋 達紀

（ /    /      ）2007-3 自動車整備 ケニア

私のブータンお気に入り

隊員の皆さんの活動を陰ながらサポートさせて頂い
ています。

名前

活動の概要

JOCV時代

橋村 清佳

私のブータンお気に入り

ボランティア調整員として、教育、インフラ、スポーツ
分野などを担当してます。

ブータンの風景。夜のライトアップされたゾンとか、
棚田とか、遠くにみえる雪山とか。何気ない風景に
癒されています。

任地訪問した際に、皆さんの頑張っている姿、活動して
いる姿が見られる配属先が私の一番のお気に入りの場
所です。

（ /      /      ）2015-1 コミュニティ開発 ネパール
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食品系 あの食材が圧倒的１位に！長い派遣期間では
日本の味が心の支えになります♡

出汁

全
ア
イ
テ
ム
を
通
じ
て
の

最
多
得
票
は
出
汁
に
決

定
！
出
汁
へ
の
熱
い
声
が

沢
山
寄
せ
ら
れ
て
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
で
は
入
手
不
可

の
た
め
、
日
本
食
好
き
は

絶
対
持
参
す
べ
し
。

ブータンには日本のだし系の調
味料が売られていない。やはり、
日本人なのか出汁系のものが
食べたくなる。そんな時に重宝
する！例えばだしパックを利用
して麺つゆを作ったり、味噌汁
を作ったり、パスタのソースに

しても美味しい。

ソース

不
思
議
と
ト
ン
カ
ツ
を
揚
げ

は
じ
め
る
隊
員
多
し
。
カ
ツ
に

ソ
ー
ス
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
！

ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば
の
粉
と
現

地
で
調
達
し
た
麺
の
合
わ
せ

技
を
す
る
上
級
者
も
。
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便利グッズ系 日本の便利グッズクオリティは半端
ない。ぜひ渡航にお供して！

乾燥ワカメ

海
の
無
い
ブ
ー
タ
ン
に
海

藻
が
あ
る
は
ず
な
い
。

（韓
国
か
ら
の
輸
入
品
は

あ
る
よ
）

乾
燥
ワ
カ
メ
や
昆
布
が
あ

る
と
便
利
！
ち
な
み
に

昆
布
が
売
っ
て
る
の
は
見

た
こ
と
な
い
な
ぁ
・・・

ブータンは映えスポッ
ト多し＆いい写真撮っ
てあげると喜ばれます。

虫対策

自
室
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
神
出
鬼

没
の
あ
い
つ
ら
。
便
利
グ
ッ
ズ

で
対
抗
し
ま
し
ょ
う
！

但
し
、
信
仰
深
い
人
の
前
で
の

殺
虫
は
配
慮
が
必
要
で
す
の
で

要
注
意
。

お
す
だ
け
ベ
○
プ
と
商
品
名
の

指
名
も
入
り
ま
し
た
♡

ブータンでもノミ・ダニの被害があり、
職場、レストラン、ホテル、友人宅と
どこでも被害に合う可能性がある。
ここではノミ・ダニといえども殺生

（駆除）はタブーなので、かゆみ止め
のクリームも必須アイテムである。

良いカメラ

ブ
ー
タ
ン
は
フ
ォ
ト

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
景
色
が

い
っ
ぱ
い
！
ぜ
ひ
良
い

カ
メ
ラ
で
思
い
出
に
残

し
て
。

こ
ち
ら
の
人
は
自
撮
り

が
大
好
き
だ
か
ら
、
高

ス
ペ
ッ
ク
な
カ
メ
ラ
が

あ
れ
ば
人
気
者
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し
！ -- 21 --



便利グッズ
一票部門

惜
し
く
も
一
票
ず
つ
し

か
入
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
「な
る
ほ
ど
な
～
」

と
思
う
ア
イ
テ
ム
が
沢

山
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
で
便
利
な
も
の
は

ブ
ー
タ
ン
で
も
や
っ
ぱ

り
便
利
！
渡
航
前
に
百

均
や
雑
貨
屋
な
ど
を
一

周
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

の
が
◎
。
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服装・防寒系 ブータンの冬は寒い！信頼できる
アイテムと一緒に冬を乗り切ろう。

回
答
者
の
趣
味
が
分

か
れ
た
結
果
に
。
現

地
調
達
派
か
持
参
派

か
で
も
持
ち
物
は
だ

い
ぶ
変
わ
っ
て
く
る

と
こ
ろ
。

間
違
い
な
く
言
え
る

の
は
、
商
品
の
ク
オ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
コ
ス

パ
は
日
本
が
圧
倒
的

勝
利
！

自
分
に
必
要
な
も
の

を
厳
選
し
て
み
て
。

着る毛布
あったかくて可愛くて、冬の
お部屋時間が幸せになります。

登山靴

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
国

ブ
ー
タ
ン
は
登
山
天

国
！
お
寺
参
り
だ
っ
て

登
山
を
し
て
目
的
地

を
目
指
す
こ
と
も
し
ば

し
ば
。

現
地
の
人
と
一
緒
に

登
山
を
楽
し
む
た
め
に

も
、
登
山
靴
は
か
な
り

推
奨
な
ア
イ
テ
ム
。

使い捨てカイロ
ブータンの建物は寒

い！使い捨てカイロが
あるととても便利。

羽毛布団
ブータンに長年滞在していた専門
家の方に勧められ、着任前にEMS
でブータンに送付。寒い冬場でも快
適に睡眠できるため、必須アイテム
の一つと言える。なお中国製の電
気毛布はティンプーで購入可能。

レギンス

意
外
と
盲
点
だ
け

ど
、
民
族
衣
装
の

下
は
生
足
！
特
に

男
性
の
ゴ
は
丈
が

短
い
か
ら
冬
は
激

寒
。
皆
が
大
好
き

な
、
あ
の
商
品
を

推
す
声
多
し
で
す
。

服装・防寒
一票部門
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風邪をこじらせ大変なことに。ブータ
ンの病院は激混みな上、欲しい薬が
貰えないこともある。日本の市販薬
をもっと持ってくればよかった（涙）

薬・美容系 使い慣れたものが一番！特に薬は郵送
不可とされているから多めに持ってきて。

強
い
日
差
し
と
乾

燥
で
肌
ダ
メ
ー
ジ

は
大
。
ブ
ー
タ
ン

で
も
ス
キ
ン
ケ
ア

グ
ッ
ズ
は
手
に
入

る
も
の
の
、
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
少
な

め
＆
お
高
め
。

二
年
後
の
自
分
の

お
肌
を
守
る
た
め

に
も
、
肌
に
あ
っ

た
も
の
を
持
参
す

る
と
安
心
！

胃・風邪薬

辛
く
て
油
が
多
い
食
事
で
、
お
腹
を

壊
す
の
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
・・・

ま
た
、
日
本
で
は
風
邪
す
ら
ひ
か
な

か
っ
た
～
と
い
う
人
で
も
、
こ
ち
ら

で
は
体
調
を
崩
す
こ
と
も
。

薬
を
使
う
機
会
が
無
い
の
が
一
番

だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
！

酔い止め

化粧水・
クレンジング

他
県
に
行
く
に
は
必
ず
迎
え

る
峠
越
え
。
ブ
ー
タ
ン
の
道

は
す
べ
て
山
道
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
！

こ
ち
ら
で
入
手
で
き
る
酔
い

止
め
の
成
分
に
は
「？
」が
付

く
と
い
う
意
見
も
あ
る
た
め
、

車
酔
い
を
す
る
人
に
と
っ
て

は
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
。
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好きな絵、友達との写真、一緒に寝てい
るぬいぐるみ、お気に入りの本等、生活
する上では使わないけれども見ることで
自分が安らぐ好きなもの。少ない荷物に
いれるのははばかられるが、来て最初の
寂しさが紛らわせるし、自分の家に置い

ておくことで心の安らぎになる。

斬新系 独特で斜め上の回答編。でも意外と役に立つも
のかもしれない！？

な
ん
で
も
手
に
入
る
日

本
と
比
べ
不
便
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
ブ
ー

タ
ン
で
す
が
、
工
夫
し
て

や
り
く
り
す
る
の
も
ま

た
楽
し
か
っ
た
り
し
ま

す
よ
ね
。

最
近
驚
い
た
こ
と
は
、

隊
員
の
皆
さ
ん
の
旅
上

手
さ
！
必
要
な
荷
物
の

取
捨
選
択
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
ど
ん
な
過
酷

な
旅
で
も
少
な
い
荷
物

で
行
っ
ち
ゃ
え
る
こ
と

に
び
っ
く
り
。

隊
員
生
活
で
確
実
に
サ

バ
イ
バ
ル
能
力
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
笑

今
回
の
調
査
で
多
く
の

隊
員
か
ら
回
答
を
頂
き
、

楽
し
い
記
事
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

自分の
パーソナルなもの

素朴を
楽しみたい心

い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

ものが余りない
街や道を、

ボーっとしなが
ら歩く時に使う

と良い。

飛行機の暇つ
ぶしに。ブータ
ン人同僚とおす
そ分けプレイが
できるかも。

ポータブル
ゲーム機

-- 25 --



-- 26 --



-- 27 --



-- 28 --



-- 29 --



-- 30 --



海
外
赴
任
で

家
庭
は
ど
う
す
る
？

活動の悩み

進学 or 現場 選べない…

帰国後キャリア
-- 31 --



活動の悩みとグチのシェアおよびその反転と
アクションプラン（AP）作りの座談会

Druk55号編集委員会では標記の座談会を企
画し2024年1月19日に開催しました。座談会の
趣旨は、活動に関する悩みやグチを遠慮なく話す
機会を設けること、そして座談会で出た視点を活
用して前向きなアクションプラン（AP）を書いて
みることです。Druk記事にする目的は、活動中
隊員のほか、訓練所の候補生、今後の隊員の参考
にして頂くことです。企画は鍋田肇（農林統計、農
業畜産省）と浅田瑠理（野菜栽培、FMCL）が行い、
座談会に参加して下さったのは、大内巴瑠子さん
（体育、カツォ小中学校）、田辺和さん（理学療法士、
JDW-MC病院）、花里さくらさん（マーケティング、
FMCL）、岡崎悠作さん（道路、MoIT）の4人です。

また、熊田淳さん（きのこ栽培、NMC）と山中睦
子さん（手工芸、ダクツォ校）にアドバイザーとして
参加して頂き、悩みやグチを話してくれた隊員が、
自分の抱える問題を反転させてポジティブなAP
を考えるに当たっての助けとなる、経験や視点の
提供、アドバイスをして頂きました。

Druk55号編集委員の鍋田から趣旨と進め方
を説明した後、参加者から自由に話をして頂きま
した。

花里さん：配属先の活動に関し、これをやると良
くなるのではというアイデアはあるが、それを推
し進めたいというだけの愛（配属先への愛）を持
てなくなっている、という悩みがある（笑）。（他の
参加者から「わかる！」との声が多数。）配属先の
ために、どうしてもこれをやらなきゃ、という駆り
立てるものがなくなっている現状がある。
大内さん：最初からなの？でも確かに、やる気

のギャップはあるよね。
田辺さん：同僚への愛もない？
花里さん：（既に色々と試したからかも知れない

が）同僚への期待を余りしないようにしている面
が今の自分にある。熊田さんのキノコセンターは
どうですか？

熊田さん：愛というかモチベーションというか分
からないけど、自分がやりたいことをやるしかな
いと思うよ。スタートは自分だと思う。
大内さん：隊員側のやる気と同僚のやる気の

ギャップがあり、愛が燃えていかないよね（笑）。
やる気のギャップがない配属先なんてないので
は？

熊田さん：愛と言うか、モチベーションと言うか
だけど、自分が好きなことをやるしかない。それ
をやって行くと愛は盛り上がるよ（笑）。自分がス
タートだと思う。
大内さん：それはいい話ですね。熊田さん、愛に

溢れていますよね（笑）。私の悩みって何かな･･･。
実は任期が残り1ヶ月くらいしかなく、諦めが固
まってきた（笑）。最初の頃、感じていたのは、私
は何故ここに呼ばれたの？みたいなのがあった。
もっと体育をやる気の先生がいる学校も、体育を
盛んにやっている学校もあるだろうに、何故この
学校なんだろう、と思った。自分の配属先が自分
を求めている、と思えなかった。マンパワーとして
は求めているかも知れないけど、JOCVを求めて
いるように感じない。自分がやりたいと考えてい
たことと配属先側の気持ちのギャップにモヤモヤ
が募った。
田辺さん：自分がやらなくても世界が廻るとい

うこと？
大内さん：外部から何かが入らないと変わらな

いから、入って良かったし、子どもにいい影響を
与えられてはいるけど、自分がいる二年間だけの
話になる。配属先が変わっているというのがない
と感じ、どうしたらいいんだろう、と思う。自分が
やりたいと考えていたこと、配属先がそれを求め
ていないという気持ちのギャップを感じていた。
どこも同じではないかな？（満足感があるか？と
の問いに答えて）それはない（一同、笑い）。同僚
に対し、子どもも好きだし先生たちも好きだけど、
満足感はない、と話したことがある。
田辺さん：子どもたちは大内先生のことを一生

覚えている、というのはあって、羨ましいですけ
ど。

-- 32 --



大内さん：仕事はあるし、求めてくれている人も
いて、有難いことだと思うけど、一時的な思い出
で終わっちゃうんだろうなというのが、割り切れ
るまではあった。日本で普通に仕事していた方が
自分の学びがあったし、成長したかも知れない。
今日は、割り切り、をテーマにしてみたい。割り切
りは妥協だと思うけど、その割り切りと拘る部分
のバランスについて聞いてみたい。割り切りは必
要だし、自分に許容する力が出来て来たけど、自
分が日本で持っていた拘りの部分（これは譲れな
いという部分）がだいぶなくなってしまった（笑）。
それを成長というのか？そのバランスをみんなど
うしているのだろうと思う（笑）。

日本にいる頃は、教育に対する拘り、子どもた
ちに対する拘り、教職員に対する拘りに確たるも
のがあったが、こっちでは、文化の違い、言葉の壁
があり、譲るところだらけだった（笑）。
田辺さん：ブータンの先生って、子どもの前でも

サボるの？

大内さん：私は生徒の見本でいたいというポリ
シーで、そうじゃないと付いてこないと思うから、
自分が見本になって一番に動くべきと思うけど、
ブータンにはそれがない。先生はやらないけど、
生徒にやらせる、というやり方で信頼感を得てい
るのか？と思う。その部分は、自分のやり方を変
えていないけど。先生たちの結束を高めて何かや
る、という文化がないので、そこは仕方ないのか
なあ、と思ってしまう。
田辺さん：私の場合、活動と自分の経験が全く

合っていないところから始まる。自分の要請は理
学療法士だけど、妊婦体操を今やっています。そ
れが配属先での理学療法士の仕事になっている
ので仕方ないけど、自分に教えられることが限ら
れ、妊婦体操は同僚の方が経験はある。まあそこ
をどうこう言うべきじゃないのかな、と思い始め
た。

自分なりに良いと考える新しい取り組みを始め
たとき、同僚は私への配慮からやってくれていた
こともあるが、私に出張が入り戻るとやらなく
なっていた（笑）。

私がいないとやらないことは、私がいなくなった
らやらないな、と思う。新しいことを始めるハード
ルが上がってしまった感じ。あと、やる気がない
感じがする。自分の方も、揺るがなかったはずの
時間を守るとか（一同、大笑い）。同僚が朝9時に
誰も職場にいない状況だけど、私の最近の目標
も、朝9時に職場に来る、というふうに下がってし
まった（笑）。私が9時に来るのを見ても、同僚は
来るようにならない。協力隊はそういうところを
変えて行かないといけないのだろうけど、私には
難しいなあ。あとマンパワーになっている。
大内さん：配属先や患者さんや妊産婦さんが田

辺さんを求めてくれている感はあるの？
田辺さん：妊婦さんたちはもともと運動なんか

やりたくない。妊婦体操をやるのは義務か？と妊
婦さんから聞かれるので、義務じゃないけど絶対
にいいことがあるよ、と言うが、もうその説明も
余りしたくない（笑）。妊婦体操をした方が合併症
を減らせるし、保健のうえでもやった方が絶対に
いいけど、保健の教育を受けたことがない妊婦さ
んたちは、だんだん来なくなっていく。

配属先の院長は、私の提案を聞いてくれてすご
くいいが、同僚は業務が増えるので、私が提案す
る新しい取り組みに、協力はしてくれるが、出来
ればやりたくない、という感じ。私が職場にいる
ことは、マンパワーとして助かるけど、それ以上で
も以下でもないのだと思う。協力隊のコンセプト
を分かっている人の方がブータンでは少なくて、
若者のオーストラリア流出に対応する為に協力隊
を増やそう、と発言してしまう人もいる（笑）。上
の人が分っていないので、同僚レベルが知らない
のは無理もない。

岡崎さん：田辺さんのお話、自分の専門と配属
先の業務が違っているという点から始まりました
ね。最初はどうしてたんですか？
田辺さん：日本にいる間から要請内容は分って

いたので、妊婦さんへの対応経験のある理学療
法士の話を聞いたりしていた。でも、ブータンの
多くの妊婦さんは英語を理解してくれないし、

-- 33 --



かなり違うやり方が行われている。神話のような、
骨盤を動かしておけばいい、みたいな体操もある。
解剖学の知識や筋肉の機能の話など入らない。ヨ
ガや東洋医学のようでもあり、科学的な根拠がな
い体操。自分が担当する場合は科学的にやってい
るが、同僚への指導となるとなかなか難しいのが
実情。
岡崎さん：自分の悩みは、職場から求められて

いない感じがするお二人とは違い（「オー」という
反応）、職場からは求められている感じです。自分
の配属先は、日本の国交省のようなところで、技
術協力プロジェクトが沢山実施されており、日本
人の経験豊かなエンジニアが沢山来ます。そこに
配属されたボランティア（自分）は、コンサルタント
と同等レベルの知識があるもの、と見られている。

ただ、日本では橋の関係を担当していたけど
ブータンでは地盤の専門家のポストにいて、ずれ
ています。協力隊の応募の際に自分の専門と要
請のズレに気付いていたが、 JICAの人から、多
少のずれがあっても問題ないだろう、と言われた。
実際に来てみると、思っていた以上に専門性を求
められている感じがする。配属の初日に、インドの
コンサルタントが作成したレポートの修正点を挙
げることを求められた。そしてそのやり方自体も
日本の仕事のやり方と違っている。日本の場合は、
色々な計測があり、数字を使ってコンサルタント
が見解を述べているが、ブータンでは機械を使っ
た調査をしていないので、現場で見られた石の種
類を沢山挙げて現場の状況を説明するなど。
大内さん：それで自分としては困っちゃったって

感じ？

岡崎さん：しょっ端から、俺これやるのか？って
感じになったけど、それには既にコメントを返し、
日本のやり方を説明したりした。例えば見られた
石の種類から地層の特性を考えるべきなどのコ
メントをした。うちの職場はやる気はまあまあ
あって、残業代が出なくても残業をする。でも、や
る気のある時はあるが、私がコメントを返した時
の反応は余り良くなかった（笑）。

読んでくれたのかなあと思う。コメント返すのに2
週間かけて読み込みコメントした時、同僚は低い
テンションだった（笑）。
花里さん：配属先が作ったレポート？
岡崎さん：配属先は発注者なので、インドやブー

タンのコンサルタント会社が作ったレポートにコメ
ントして業者に戻し、修正を求める。
大内さん：赤ペン先生ですね？
岡崎さん：英語もキツいし、日本の調査レポート

とブータンの調査レポートの違いもあるし、専門
分野もずれている、というのがある。
大内さん：赤ペン先生は、岡崎さんや日本のコン

サルタントがするのですか？
岡崎さん：いや、赤ペン先生はブータン人の同僚

もするけど、今は地盤の専門家がいないから、と
いうことで私が見ている。自分の専門は地盤じゃ
な い こ と は 配 属 先 に 話 し て あ る が 、 work-
permit（労働許可証）に地盤が専門と書かれて
いるし、期待されるのは無理もない。

田辺さん：その点、自分の専門性と合った仕事
をさせてもらうとかの可能性はないの？
岡崎さん：それは、橋の部署があり、その分野の

仕事をやっていいよ、と言われているんだけど、
自分が任されている仕事を放棄することは出来
ない。
大内さん：ブータン国内にその分野の専門家が

いないから、少なくとも我々より岡崎さんが詳し
いでしょ、となっているのですね？オーストラリア
へ行ってしまった、というのもあるのかな？
岡崎さん：あるかも知れない。1/25にまた同僚

がオーストラリアに行ってしまう。うちの部署から
3人行くらしい（一同、ため息）。（「そうなると一人
当たりの仕事も増えるね」との意見も。）
田辺さん：私の場合も、配属先での妊婦体操に

加えたプラスアルファで、理学療法の活動を隣接
する病院でしてもいい、とは言われている。午後
だけ理学療法課に行くことは出来るが、午後はそ
こも業務が余りない。
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今の配属先も理学療法課も、午前中が忙しいので、
プラスアルファの活動は出来ないのが実情。
岡崎さん：私もプラスアルファの活動として橋の

関係をすることは出来るが、タイミングを図る必
要がある。今頼まれている地盤の赤ペン先生の仕
事は、慣れれば簡単に片付けることも出来るが、
今は勉強中。

日本と違っていて不思議なのは、業者との契約
の期限ギリギリに出てくるレポートの質がとても
悪く、修正依頼のタイミングがおかしい。そのやり
方を変える必要があるかも知れない。同僚たちは、
赤ペン先生をしっかりやっていないのではないか
とも思う。

公務員の仕事は、設計業者に仕事を発注し、で
きた設計図書を施工業者に発注して建設する流
れなので、公務員が中身を理解できていない場
合でも、ものは出来てしまうことがあり得る。見た
目は工事が完成し、問題は数年後に起きる、とい
うことが起こる。

配属先は、業者に業務を発注しているので、上
がってきたレポートを吟味するが、地盤の部署以
外にも多くの部署が関係している。各部署のコメ
ントを取りまとめて業者と協議する部署があるは
ずだが、まだ十分把握できていない。赤ペンした
部分をしっかりフォローして行く必要があるのに、
今は赤ペンの結果を業者に渡して終わりの気が
する。

司会者（鍋田）：座談会の前半部分を締めくくる
前に、座談会で自分が一番言いたかったことを言
えてないと思う場合、ここで言っておきましょう。
花里さん：協力隊プログラムは異文化体験がで

きたことに価値を置きすぎている感じがする。帰
国後に国際協力に進むならいいが、再就職する場
合、第三者に説明できる強みを得られているか、
考えないといけない。
田辺さん：国際協力に進むのでなく、理学療法

士に戻ることを考えた場合、ここでの二年の経験
は意味がないとなる。日本で新人指導していた、
と言う方が専門的にはプラスになる。
大内さん：帰国後、ブータンでの2年間の成長を

どう説明できるのか不安はある。ブータンの学校
では校長の力が凄く強いので、例えば、教育委員

会から配属先の校長に対し、協力隊員の着任とそ
の目的、学校としての体制を一言説明しておけば、
JOCVの活動成果が出やすくなるのではないか。
隊員は皆、分野のプロなのに、力を発揮できない
場合が多すぎて勿体ないと思う。またブータン隊
員特有の焦りがあるのかも知れない。その国で2
年間活動した、と言えるような厳しい環境じゃな
いから。
岡崎さん：自分の配属先はかなりレベルが高く、

海外の大学院修了者ばかりで、井戸を掘りました、
みたいなことをするレベルにない。ブータンは一
般の協力隊のイメージとちょっと違うかも知れな
い。

ここまでで1時間が過ぎたので、ここで参加者4人
にカードを記入して頂いた。カードに書く内容は、
自分が活動で感じている悩みや問題である。4人
で話す中で既に書き始めていたので、半分はでき
ていて、残る半分をこの時間に書いてもらった。
配属先や同僚に関する率直な評価も含まれ、具体
的に全てをここに掲載するのは難しいので、以下、
一部を抜粋する。

（この次の作業は、各参加者が一枚だけ自分の
カードを選び、「5何故」で深掘りし、最終的に前向
きなAPにつなげる、という流れ。）

花里さん：「共通目標（ワクワク）がないから点と
線が繋がらない」「配属先活動への愛が生まれな
い」「ボランティアが必要な段階じゃない（経営
難）」「アポイント・依頼事、すぐ忘れるの何で？」
「JOCVの先のJICAを見ている感」「職場のトイレ
が逆流しがち」「TA/DA（旅費･日当）ぐらい払う
べきじゃない？」「二年間を費やす価値を悩む時」
「異文化交流だけじゃ次の職に繋がらない」など。
大内さん：「配属先がJICAやJOCVを理解して

いない」「物品の支援を求めている」「配属先に求
められていない感」「管理職の力が強く、タテ社会
過ぎる」「一部の教員のやる気がない」「予算･計画
がコロコロ変わる。それについてコミュニケーショ
ンが取れていない」「学ぶ意欲が低い、研修・勉強
会に日当払うの？」「学校が汚ない」「思っていた
協力隊像とのギャップ」「今後の進路に生かせる
か不安」など。
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田辺さん：「要請と経験のギャップ」「時間守らな
い」「ブータン側の支援慣れ」「衛生面、病院として
どうなの？」「体裁だけは時間掛けて整えたのに、
利用しない」「新規で始めた活動が続かない」「エ
ビデンスに基づいた医療より伝統治療がずっと
行われている」「病院職員が家族の通院対応で職
場を離れすぎ」「同僚たちが協力隊の立ち位置を
理解していない」「TA/DA（旅費･日当）目当ての
出張」など。
岡崎さん：「同僚がオーストラリアに行ってしま

う」「好きな活動をするにはプラスアルファになる
のでタイミングが難しい」「専門がずれていて期待
されるほどの仕事ができない」「予定がコロコロ
変わりすぎ」「熱量のバラツキがあって、やるのか
やらないのか分らない」「英語がわからない」「ゾ
ンカがわからなくて友達が何言っているかわから
ない」など。

4人の参加者が、考えつく悩みや問題のカードを
各10枚程度書いたあと、アドバイザーとして参加
して頂いている熊田さんと山中さんに、ここまで
の座談会を踏まえてコメントして頂いた。（ここま
では、悩みやグチを敢えて言いましょう、という
パートだったので、皆さん、敢えて言いました、と
いう点は留意しておきたい。）

山中さん：同感です（一同拍手。笑）。4人の皆さ
んが指摘している問題には同感します。でも同感
ばかりしていると人生もったいないから、そこか
ら価値を見いだすのがいいと思う。
熊田さん：色々な悩みが出たけど、私の中で印

象に残ったのは3点。まずは、愛。私の言葉で言う
と、モチベーション。自分のモチベーションと同僚
のモチベーションの問題。二つ目が専門性と要請
事項の問題。三つ目がJICA経験と将来のキャリ
アの問題。

一つ目は、というか二つ目も三つ目も共通しま
すけど、専門性と要請事項について、皆さんの参
考になるかどうか分らないけど、私は自分の専門
性を求められた経験が殆どないです。大学院で長
年やっていたことが就職先で一切求められなかっ
た。何をやっていたかも聞かれない。

うちの県はキノコ栽培先進県だからキノコをやれ
と。今まで何をしていたかは聞かれたこともない。
それどころか、その年から海外の技術研修員を受
入れることになっていたから、私が英語を話せる、
というただそれだけで、全く専門性が活かされな
いキノコの部屋で研修員の受入担当になった。で
も、自分は負けず嫌いなので、新しい分野でまた
トップを取ればいいと考え、ゼロから始めた。
2011年の震災後は、従来の研究が全てストップ
し放射能の研究にシフトし、森林の放射能被害に
ついて専門家は誰もいないという中で、チェルノ
ブイリの文献を自分で勉強した。

これまでに過去の財産で喰ったという経験があ
りません。毎日毎日がチャレンジでした。勿論、専
門性は大事で、一つの分野を極めたらその経験を
活かし次の分野で時間を短縮して専門性を身に
付けられるけど、過去の専門性に拘っているとそ
こから全然伸びない。確かに専門は自分のプライ
ドだし、守らないといけないけど。そう考えると、
どこに行ったとしても、自分の専門性と要請事項
は、ぴたっと一致することは、1%ぐらいしかない
と思う。私の経験では一回もない。

専門は大事だしプライドも大事だけど、過去の
専門に拘っていると何年か前の自分に留まってし
まう。そうなると職場でも孤立し、周りと合わなく
なってくる。なので、専門性は置いておいて、私も
ここでのことを勉強させて欲しいとする姿勢が、
専門性と要請事項を上手くすりあわせる要領か
なと思う。

JICA経験と将来のキャリアですが、キャリアに
ついても、何かの証明書や資格になると一番で、
帰国後に入社するためには紙に書かれたものが
あるといいけど、でも何をやろうが過去の経験が
直接活かされることは何もなくて、自分の中でど
んなキャリアをここで身に付けるかは、経験でし
かない。新たな職場に行った時も、そこでゼロか
ら始めるつもりにならないと、ここまで積み重ね
たのにまたゼロから？ではなくて、例えば同じ職
場でも明日からゼロからというのもあるし、確か
に積み上げって大事だけど、それに拘りすぎると、
積み上がらない。なので、JICA経験とキャリアの
問題でも、紙の問題じゃなくて、ここでの経験を
活かし、またゼロからチャレンジできるそう言う
気分とモチベーションを持つことが大事じゃない
かなと思います。

最後に、職場への愛ですが、私の場合、皆さんに
当てはまるかわからないけど、みんなのモチベー
ションや自分のモチベーションを上げようとか全
然思わなくて、やりたいことをやっているだけで
す。やりたいことというのは、自分勝手なことだ
と困るけど、自分がいまやりたいことと（配属先
の）高次の目標は交わるものだと信じて好きなこ
とをやるのがいい。
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ブータンだけじゃなくて自分の職場でも自分の
好きなことしかやりませんでした。勿論、好きなこ
とをやるためには、本来やらなきゃいけないこと
は全部こなさなきゃいけない。ノルマはこなした
から好きなことをさせて頂くよ、とやってきまし
た。好きなことをやっていると、気になる人が加
わってきて3人4人となっていく。まず自分が楽し
くなく我慢してやっていることには、多分人はつ
いて来ない。これが私の意見です。
皆さんの今日の作業にこれが役立つかは別です

けど（笑）。
山中さん：私がやっているぬいぐるみも、初めて

なんです。ブータンで初めてやったんです。一人
にフォーカスするとか、一点にフォーカスすると
か、何かあると思います（組織全体を変える、とま
でじゃなく）。

私が今人形を作り替えているのは、知的障害に
ある一人の男性が、私がいなくなっても出来るよ
うにと思ってやっています。それが商品になるの
だけど、私がブータンからいなくなると、その男
性は私のCP（カウンターパート）と仕事をするこ
とになるのだけど、そうするといつもケンカにな
ることが見えています（笑）。そうならないよう、
彼が一人でできるように、と考えてお人形を作り
替えています。隊員はやはり時間がないから、何
でもいいから価値を見いだして欲しいです。

4人の参加者がそれぞれ10枚前後の問題カード
を記入した後、二次元のグラフを使い整理しまし
た（写真）。

使った二次元は、縦方向が「技術面（=技術の問
題）vsメンタル面（=メンタリティの問題）」、横方
向が「隊員（=隊員の問題）vs組織（=組織の問
題）」です。

紙面の都合上、細かく説明しませんが、4人の参
加者が書いた問題カードは、縦方向で見ると、技
術的な問題（上側）よりメンタリティ／考え方の問
題（下側）が多い傾向があり、横方向では、組織全
体に関わること（右半分）が多かったようです。
（つまり、隊員が自分の技術を向上させることで

解決する、という問題より、配属先の組織風土や
価値観に関わる問題が大きな問題、と感じている
ようです。）

今回の座談会は、時間の制約もあり、各参加者が
一番大事だと選んだ問題カードを皆で深く掘り下
げることは出来ませんでしたが、宿題として、自
分が考える重要課題に対応するようなアクション
プラン（AP）を4人の参加者が持ち帰りました。以
下はその宿題の結果（選んだ問題の5何故とAP）
です。

【花里さん】
・選んだ問題：「自分の中で、配属先と活動への愛
が生まれない」
・1なぜ：「考えられる選択肢は提案した」
・2なぜ：「提案は相手に響かなかった」
・3なぜ：「相手がワクワクしなかった（求めてるも
のじゃなかった）」
・4なぜ：「成果を求めてない（半官半民）。商品へ
の愛がない」
・5なぜ：「営利組織じゃない。商品の事を知らな
いから」
・AP：「なぜ自分がマーケティングが好きだったの
かもう一回考える。自分がわくわくする事に重点
を置いてみる。」（マーケって超楽しいんだね
〜！って同僚と話せるようになりたい。笑）
【田辺さん】
・選んだ問題：「専門性と要請のギャップ」
・1なぜ：「そもそも妊婦体操は日本では理学療法
士領域でないがブータンでは理学療法士」
・2なぜ：「ブータンでは運動に関係することは理
学療法士」
・3なぜ：「理学療法士が専門職として求められて
いるから！」
・AP：「もっと同僚に日本の理学療法の考え方や
文献の調べ方を伝える！！」
【大内さん】
・選んだ問題：「配属先がJOCVを正しく理解して
いない。マンパワーとして使われている」
・1なぜ：「同僚がJOCVの趣旨を理解していない」
・2なぜ：「管理職、教育委員会がJOCVの趣旨を
同僚と共有できていない。ブータン人を育てる気
持ちがない」
・3なぜ：「支援され慣れている。教員不足」
・AP：「教員不足という理由でも、「協力」すること
には変わらないと前向きに考える。自分が楽しく
体育の授業をやっている姿を同僚に見てもらう
機会を作る。JICA側、配属先（校長・教育委員会）、
隊員3者で、派遣時にJOCVの意義について合意
と確認が取れると、双方にとってより有意義な期
間になりうる。」
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【岡崎さん】
・選んだ問題：「専門がズレてて、期待されるほど
仕事ができない」
・なぜ1：「専門がズレててもJICAはある程度許容
する」
・なぜ2：「現場の専門性があがってることにJICA
が気づいてない」
・なぜ3：「JICAの現地スタッフに専門の人がいな
い」
・AP：「ズレてても出来ること（ズレてるからでき
ること）もあるはずなので、その未来を信じて、今
はまずは勉強」（JICAにはボランティアの専門が
あってないことを説明しておいてほしい。）

皆さま、長時間の座談会参加、大変ご苦労様でし
た。参加者が選んだ重要問題のカードは、隊員が
自分の技術を向上させることで対応できるもの
ではありませんから、配属先や同僚が変わってく
れるには？という問いであったと言えます。参加
者が書いたAPをみると、熊田さんと山中さんか
ら頂いた経験シェアの影響が見られていて、自分
が楽しむという視点が取り入れられているようで
す。今回は、長時間ではありましたが、隊員活動に
関わる根本的な問題を問うた、ということを考え
ると、とても限られた時間でした。それでも、この
時間が参加者皆さんの今後の活動に、引き続きヒ
ントを与えることを心から希望します！

（本記事は、座談会の概要をまとめたものであり、
各発言を詳細に再現するものではありません。文
責：鍋田肇）
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《相談者》

《アドバイザー》

帰国後キャリアに悩む若手隊員が、
経験豊かな企画調査員＆シニア隊員と今後について語る座談会
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を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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氏名
（職種）

熊澤さん
（障害児・者支援）

花里さん
（マーケティング）

福井さん
（柔道）

浅田
（筆者、野菜栽培）

経歴

・美術大学日本画専攻
・小・中・高等学校・特別支援
 学校で美術科教員として勤務
                             【15年】
・JICA青年海外協力隊として
 シリア・ヨルダン派遣
　                    （職種：美術）
・2023年2月～ブータン派遣

・農学部昆虫機能開発専攻
・ストッキングメーカーで営業
 として勤務【3年間】
・日用品専門商社でマーチャン
 ダイザーとして勤務【3年間】
・2022年11月～
                    ブータン派遣

・法学部ビジネス法専攻
・大学でスポーツ兼任所員
                  （柔道部コーチ）
・高等学校で外部指導者
                  （柔道部コーチ）
・少年柔道クラブ
                （ジュニアコーチ）
・2022年4月～ブータン派遣
               （派遣延長見込み）

・農学部農業経済・経営学専攻
・農業機械販売会社で
 人事総務・経理として勤務
　                          【8年間】
・2022年5月～ブータン派遣

一番
相談

したい
こと

・どの進路が、自分のやりたい
 こととキャリアアップを合致
 させられるのか。
・人生設計を考えたときに、今
 の思いを先行させて良いのか
 が分からなくなっている。

・何の職業が私に向いてると
 思いますか？（業界問わず。
 先輩方に聞いてみたいです）
・もし国際協力で生きていくな
 ら、決断は何歳までにするべ
 きか。向き不向きは？

イメージがつかないので、
座談会で色々相談したいです！

・国際協力以外でどんな国際×
 農業の道があるか。
・国際関係の仕事と家庭との両
 立をどのようにしているか。

氏名
（職種）

須藤さん
（企画調査員）
※円借款形成
（農業・電力・政策）

眞鍋さん
（企画調査員）
※保健、ガバナンス、教育

鍋田さん
（隊員・農林統計）

経歴

・青森市役所都市整備部【3年間】
・外務省経済局／国際協力局【4年間】
・JICA フィジー事務所【3年間】
・JICA ブータン事務所（2021-現在）

【教育・研究】
・早稲田大学社会科学部卒業（2010）
 （社会科学士）
・ロンドン大学東洋アフリカ研究学院修了
（2021）（開発学修士）

・文学部東洋史学科（中近東）
 バックパッカー（協力隊との出会い）
・アメリカ留学
・地元大学院進学
・イエメン留学
・フランス大学院（公衆衛生）
・JICA専門家（セネガル）
・妊娠・結婚
・JICA専門家（モロッコ・息子帯同5歳）
・新潟大学大学院医歯学総合研究科
 　　　　　　　　　　　　　　国際保健学・助手
・コロナ禍、息子のバンクーバー留学に
                                             帯同
・JICAブータン企画調査員

・大学卒業後、JA全農へ就職
          →半年で退職（酒癖が悪かった）
・ちり紙交換業、乾物行商、先斗町歌舞
      練場、軽トラック運転手など【1年間】
・JICA青年海外協力隊として、
 バングラデシュに派遣（職種：家畜飼育）
・帰国後、大学院進学＆結婚
・㈱日本農薬に就職、農薬＆医薬の
 　　　　　　　　　　　　　　研究開発【4年間】
・IFAD（国連・国際農業開発基金）で
 　　　　　　　　　　　　　　　　 APO【2年間】
・JICA入構→本部勤務、バングラデシュ
          駐在、大学への出向等【25年間】
・2022/11～ブータン派遣（協力隊員）

ポイント

・学生時代はカンボジアの教育支援に係る
 NGO活動に熱中。
・就活を始めたが、目ぼしい会社は既に
 エントリー期間終了。地元で地方公務員
 の道へ。
・安定した公務員の仕事を辞め、国際関係
 のキャリアをスタート。
・学生時代の経験から、アジア＆大洋州が
 自身の根幹となっている。

・学生時代の専攻は中東。以来、中東が
 自身の根幹となっている。
・興味の赴くままに大学院へ進学。
 初就職時は30代になっていた。
・中東史と公衆衛生のダブルマスターを
 フランスで取得。
・お子様を帯同して海外駐在をしている。

・新卒で就職したJA全農を半年で退職
 （酔ったまま寮から北海道へ行ったから）
・国際関係だけではなく、多種多様な
 職業を経験
・キャリアの途中で結婚やお子様の誕生
 があり、技術系志望を諦めジェネラリスト
 へ方針転換
・人を笑わせるのが子供の頃から好き



「大
学
院
進
学
の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
っ

て
い
つ
だ
ろ
う
？
」

浅
田

須
藤
さ
ん
は
（
市
役
所
と
外
務
省
勤

務
を
経
て
）JIC

A

フ
ィ
ジ
ー
の
後
に
大
学

院
に
行
か
れ
た
ん
で
す
よ
ね
？
そ
の
時
点

で
国
際
協
力
の
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
は

既
に
充
分
な
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
ど
う
し
て
大
学
院
に
行
き
た
い
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

須
藤
さ
ん

実
は
初
め
か
ら
大
学
院
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
て
、
ず
っ
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
計
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
。
加
え
て
、

国
際
協
力
の
現
場
に
入
る
こ
と
は
で
き
た

け
ど
、
開
発
理
論
を
学
ん
で
い
な
い
自
分
に

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
、
専
門
家
と
言
え
る
だ

ろ
う
か
？
と
い
う
疑
問
が
常
に
あ
っ
た
の
が

一
つ
の
理
由
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
国
際
協
力
の
分
野
で
は
周

り
に
院
卒
が
多
い
環
境
に
い
た
こ
と
や
、
現

地
（
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
）
のC

/
P

で
も
継
続
し
て

勉
強
を
し
た
い
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
こ
と

も
進
学
を
決
め
た
要
因
で
す
。
こ
う
し
た
点

が
進
学
の
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

眞
鍋
さ
ん

専
門
家
に
な
る
に
し
て
も
、
基

本
的
に
は
マ
ス
タ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
よ

ね
。

須
藤
さ
ん

大
学
院
進
学
は
教
育
・
研
究
だ

け
で
は
な
く
「
投
資
」
と
い
う
考
え
も
大
き

い
と
思
う
ん
で
す
。
何
を
何
年
学
ぶ
か
、
国

内
・
海
外
か
？
と
い
っ
た
点
で
、
時
間
や
資

金
の
投
資
を
そ
の
先
ど
の
程
度
回
収
で
き

る
か
？
と
い
う
点
も
一
つ
の
考
え
方
で
は

な
い
か
と
。

私
の
場
合
は
学
位
取
得
へ
の
道
を
短
期
集

中
型
で
考
え
た
の
で
、
一
年
で
学
位
を
取
得

で
き
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
（
日
本
で
）
在

宅
留
学
し
ま
し
た
。

分
野
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
で
の
勉
強
は

楽
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
私
は
結
局
や

り
た
い
こ
と
し
か
続
か
な
い
と
思
っ
た
ん
で

す
。
公
衆
衛
生
や
環
境
な
ど
別
な
専
門
性
を

高
め
る
こ
と
も
で
き
た
け
れ
ど
も
、
ど
れ
だ

け
関
心
が
あ
る
か
で
開
発
学
と
い
う
趣
味

に
走
っ
た
の
が
現
実
で
す
。

熊
澤
さ
ん

私
も
大
学
院
進
学
が
一
つ
の
選

択
肢
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「い
つ
学
ぶ
か
」が

悩
み
事
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
て
。
今
後
の
進

路
の
た
め
に
は
大
学
院
進
学
が
必
要
不
可

欠
な
ん
で
す
が
、
私
と
し
て
は
現
場
に
い
る

ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
。

今
の
時
点
で
現
場
で
動
け
る
選
択
肢
が
あ

る
、
で
も
、
い
ず
れ
か
は
大
学
院
に
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
か
で

悩
ん
で
い
て
。
今
自
分
が
し
た
い
こ
と
を
優

先
す
べ
き
か
、
い
ず
れ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
学
院
を
選
択
す
べ
き
か
。

須
藤
さ
ん

そ
の
気
持
ち
は
す
ご
く
分
か
り

ま
す
。
な
ぜ
私
が
大
学
卒
業
後
10
年
間
も
大

学
院
に
進
学
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

の
時
々
で
次
の
キ
ャ
リ
ア
に
職
業
上
の
つ
な

が
り
が
見
え
た
か
ら
。
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を

断
っ
て
ま
で
進
学
を
す
る
か
？
と
い
う
の
は
、

選
択
肢
を
考
え
る
う
え
で
一
つ
の
考
え
る

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
次
の
現
場
で
の
仕
事
の
機
会
が

あ
る
な
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
次
第
で
は
わ
ざ
わ

ざ
大
学
院
進
学
を
選
ぶ
必
要
は
な
い
の
で

は
と
も
思
い
ま
し
た
。

熊
澤
さ
ん

で
も
、
大
き
な
ス
パ
ン
で
み
た

と
き
に
、
進
学
は
必
要
不
可
欠
で
す
よ
ね…
。

鍋
田
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
ご

縁
を
繋
い
で
き
た
結
果
、
や
り
た
か
っ
た
こ

と
と
は
違
う
選
択
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
思
い
を
断
ち
切
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

鍋
田
さ
ん

な
に
も
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で

す
。
楽
天
的
な
の
で
。
な
に
も
成
し
遂
げ
ず

に
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
仕
事
を
や
っ
て

き
て
た
ん
で
す
け
ど
、
死
ぬ
と
き
後
悔
す
る

感
じ
は
な
い
で
す
ね
。
い
い
人
生
で
し
た
。

（一
同
笑
い
）

須
藤
さ
ん

フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
て
、
仕

事
を
続
け
な
が
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
進
学
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。

（ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
員
が
賛
同
）

眞
鍋
さ
ん

須
藤
さ
ん
の
場
合
は
手
段
と
し

て
の
進
学
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
や
り

た
く
て
や
っ
た
ら
た
ま
た
ま
仕
事
に
繋
が
っ

た
っ
て
感
じ
で
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
熊
澤
さ

ん
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
見
た
と
き
、
本
当
に

進
学
が
必
要
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

熊
澤
さ
ん

難
民
支
援
に
携
わ
り
た
い
の
で
、

大
学
院
は
不
可
欠
な
ん
で
す
。

鍋
田
さ
ん

大
学
院
っ
て
、
そ
こ
で
更
に
仕

事
の
関
係
者
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
り
す

る
。
学
び
に
い
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
難
民

支
援
の
関
係
者
と
の
繋
が
り
も
で
き
る
か

ら
、
就
職
と
進
学
は
別
物
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
よ
。
早
め
に
行
け
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
る
し
、
そ
こ
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
普

通
は
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
だ
け
ど
、
そ

こ
（大
学
院
）で
は
で
き
ち
ゃ
う
。

眞
鍋
さ
ん

私
も
、JIC

A

専
門
家
と
し
て

セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
し
た
時
に
保
健
省
に
挨

拶
に
行
っ
た
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
院
時
代

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
そ
こ
に
。
か
な
り
え
ら

い
立
場
に
い
て
、
そ
の
後
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
繋
が
り
っ
て
、
国
内
の
大
学

だ
と
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

鍋
田
さ
ん

ブ
ー
タ
ン
人
も
良
く
大
学
院
に

進
学
し
ま
す
よ
ね
。
学
び
た
い
気
持
ち
っ
て

抑
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
満
た
し
て

あ
げ
る
ま
で
は
続
く
と
思
い
ま
す
よ
。

須
藤
さ
ん

大
学
院
の
進
学
を
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
今
か
ら
動
き
出
し
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
院
の
進
学
っ

て
結
構
準
備
に
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
よ
。

あ
る
程
度
、
進
学
す
る
方
向
で
動
い
て
い
て
、

最
後
の
最
後
で
ま
た
別
の
道
が
見
つ
か
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、
や
め
て
も
い
い
。
別
に
そ
の

準
備
は
無
駄
に
は
な
ら
な
く
て
、
ま
た
何
年

後
か
に
ア
プ
ラ
イ
の
機
会
が
訪
れ
る
可
能

性
も
あ
る
わ
け
で
。
逆
に
準
備
し
て
い
た
ら
、

自
分
の
マ
イ
ン
ド
が
進
学
に
動
く
か
も
し
れ

な
い
。
動
き
出
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
考
え
や
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
て

い
く
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

熊
澤
さ
ん

自
分
の
活
動
を
中
途
半
端
に

終
わ
ら
せ
た
く
な
い
思
い
が
あ
っ
て
、
そ
う

思
う
と
任
期
で
は
ど
う
し
て
も
終
わ
ら
な

い
、
少
し
で
も
成
果
を
残
し
て
終
え
た
い
と

い
う
思
い
が
自
分
の
な
か
に
は
す
ご
く
あ

る
。難

民
支
援
に
携
わ
る
た
め
の
進
学
と
、

ブ
ー
タ
ン
で
の
成
果
を
残
す
と
い
う
二
足
の

わ
ら
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
自
分
で

ど
ち
ら
か
を
決
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
の
が

ず
っ
と
あ
る
ん
で
す
。
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ブ
ー
タ
ン
で
新
し
い
出
会
い
が
あ
っ
て
、
や

り
た
い
こ
と
が
増
え
た
。

須
藤
さ
ん
の
経
歴
の
な
か
で
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
教
育
支
援
を
し
て
い
た
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
が
、
ず
っ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
繋
が
っ
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
気
持
ち
を
切
り
替
え
ら
れ
た
須
藤
さ
ん

の
考
え
を
聞
き
た
い
な
と
。

須
藤
さ
ん

切
り
替
え
た
わ
け
で
は
な
く
て
、

常
に
私
の
中
に
は
ア
ジ
ア
と
大
洋
州
の
開

発
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で

す
。

熊
澤
さ
ん

私
も
ベ
ー
ス
は
美
術
教
育
で
行

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
だ
け
ど…

 

眞
鍋
さ
ん

熊
澤
さ
ん
は
そ
の
先
も
考
え
て

い
ま
す
よ
ね
。
私
も
基
本
、
学
生
時
代
に
関

わ
っ
た
中
東
が
根
底
に
あ
る
ん
で
す
よ
（
学

生
時
代
に
中
東
を
専
攻
、
留
学
に
行
っ
て
い

る
）
。

J
IC

A

の
専
門
家
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
、
モ

ロ
ッ
コ
に
赴
任
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
？
中

東
？
あ
れ
、
こ
こ
ア
フ
リ
カ
だ
っ
た
よ
、
想

像
し
て
た
の
と
全
然
違
う
ー
！
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
で
も
未
だ
に
あ
れ
こ
れ
や
っ

て
い
く
そ
の
先
に
い
つ
も
中
東
が
あ
る
と
い

う
感
じ
で
、
戻
っ
て
い
く
と
こ
ろ
、
い
つ
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
気
が
し
ま
す
。
熊

澤
さ
ん
も
そ
う
い
う
引
っ
張
る
も
の
（
眞
鍋

さ
ん
の
場
合
は
中
東
）
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
し
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
に
感
じ
た
と
し
て

も
、
自
信
を
も
っ
て
？
思
い
切
っ
て
？
先
に

進
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

須
藤
さ
ん

や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
と

い
う
悩
み
は
贅
沢
な
悩
み
で
、
や
り
た
い
こ

と
が
何
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
り
だ
い
ぶ
ア
ド
バ

ン
ス
ド
な
形
で
は
な
い
か
と
。
最
後
は
ど
っ

ち
か
に
転
ぶ
で
し
ょ
う
、
と
い
う
か
ど
の
選

択
を
選
ん
で
も
正
解
に
す
る
と
い
う
気
概

が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

「キ
ャ
リ
ア
転
換
期
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン

ジ
は
ど
う
す
る
？
」

福
井
さ
ん

鍋
田
さ
ん
に
聞
き
た
い
の
で
す

が
、
ど
こ
か
で
折
り
合
い
を
つ
け
て
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
断
ち
切
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
す
か
？
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
な
ん

で
す
け
ど
。

次
の
場
所
で
も
面
白
い
こ
と
が
き
っ
と
あ

る
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
よ
ね
。
で
も
、
始
め
る
と
き
っ
て
面
白
い

こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

例
え
ば
、
チ
リ
紙
交
換
の
会
社
（鍋
田
さ
ん

の
経
歴
の
ひ
と
つ
）に
入
り
ま
す
と
い
う
と

き
。
僕
だ
っ
た
ら
「チ
リ
紙
交
換
か…

」っ
て

思
っ
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と

き
、
ど
う
い
う
風
に
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
し

た
ん
で
す
か
？

鍋
田
さ
ん

分
か
ら
な
い…

子
供
の
と
き
か

ら
笑
わ
せ
る
役
だ
っ
た
か
ら
、
何
を
し
て
も

ま
あ
ま
あ
面
白
い
。

福
井
さ
ん

な
ん
で
こ
ん
な
質
問
し
た
か
っ

て
い
う
と
、
僕
も
根
底
に
あ
る
の
は
、
自
分

が
心
踊
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た
い
、
柔
道

だ
け
で
な
く
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に

面
白
み
を
感
じ
る
タ
イ
プ
な
の
で
、
今
後
、

全
く
関
係
な
い
企
業
に
入
る
に
し
て
も
、
ど

う
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
な
と
。

鍋
田
さ
ん

な
ん
と
な
く
飲
み
会
み
た
い
な

の
が
好
き
で
、
人
付
き
合
い
が
ま
あ
ま
あ
好

き
な
ん
で
す
。
面
白
く
な
い
と
す
れ
ば
、
今
、

ブ
ー
タ
ン
で
農
林
統
計
の
仕
事
と
い
う
の
は

あ
ま
り
面
白
く
な
い
（笑
）。
人
に
会
っ
て
い

る
限
り
は
面
白
い
。

例
え
ば
熊
澤
さ
ん
が
悩
ん
で
る
と
す
る
。

な
ん
か
話
を
聞
き
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
の

時
そ
の
時
で
相
手
の
分
野
を
勉
強
し
て
面

白
い
こ
と
を
言
っ
て
や
ろ
う
と
。
あ
ん
ま
り

ウ
ケ
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
け
ど
。
だ
か
ら

そ
の
時
そ
の
時
が
面
白
い
で
す
。

浅
田

お
二
人
（須
藤
さ
ん
、
眞
鍋
さ
ん
）は
、

や
っ
て
い
て
つ
ま
ら
な
か
っ
た
仕
事
と
か
あ

り
ま
す
か
？

（考
え
る
二
人
）

眞
鍋
さ
ん

う
ー
ん…

勉
強
（フ
ラ
ン
ス
留

学
時
代
）が
つ
ま
ら
な
か
っ
た
（一
同
笑
い
）、

い
や
、
つ
ら
か
っ
た
。
挑
戦
し
過
ぎ
た
感
じ

が
し
ま
す
ね
。
語
学
学
校
と
専
門
の
掛
け
持

ち
。
座
学
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
半
々
の

コ
ー
ス
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
８
割
学

ん
だ
気
が
し
ま
す
。
仕
事
は
鍋
田
さ
ん
の
よ

う
に
、
や
っ
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
し
、
楽
し

く
な
さ
そ
う
な
こ
と
に
手
を
出
さ
な
か
っ
た

と
も
言
え
る
か
な
。

須
藤
さ
ん

私
は
辛
か
っ
た
こ
と
と
か
つ
ま

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
頭
か
ら
デ
リ
ー
ト
し
て

い
る
タ
イ
プ
で
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

そ
ん
な
に
な
い
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

楽
し
い
こ
と
だ
け
を
見
て
い
く
と
い
う
。

「国
際×

農
業
の
仕
事
っ
て
何
が
あ
る

の
だ
ろ
う
？
」

須
藤
さ
ん

浅
田
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
シ
ー
ト

の
中
で
「国
際×

農
業
」の
仕
事
っ
て
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
今
の
時
代
、
ど
の
分
野

に
行
っ
て
も
国
際
と
デ
ジ
タ
ル
は
つ
い
て
く

る
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
意
識
的
に
国
際
を
考
え
な
く
て

も
ど
こ
か
の
会
社
に
入
っ
た
の
で
あ
れ
ば
絶

対
に
つ
い
て
く
る
。
む
し
ろ
国
際
性
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
は
専
門
性
に
加
え
て
、
分
野
横

断
的
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

浅
田

ブ
ー
タ
ン
に
来
た
段
階
か
ら
「国
際

×

農
業
」に
進
み
た
い
と
考
え
て
、
じ
ゃ
あ

開
発
コ
ン
サ
ル
やJ

IC
A

専
門
家
か
な
と
短

絡
的
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、
任
期
の
終
わ
り

が
近
づ
い
て
き
て
い
て
、
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
き

て
し
ま
っ
た
。

須
藤
さ
ん

漠
然
と
考
え
る
よ
り
も
、
よ
り

具
体
的
に
問
い
か
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
国
際
と
い
う
と
、
途
上
国
で
す
か
？
そ

れ
と
も
先
進
国
？

浅
田

生
活
し
て
い
て
楽
し
い
の
は
途
上
国

で
す
。
で
も
、
私
の
根
底
に
は
日
本
の
技
術

力
を
海
外
に
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
て
。
日
本
は
色
々
下
火
に
は
な
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
特
に
農
業
の
技
術
な
ど

や
っ
ぱ
り
優
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
と

な
る
と
、
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
選
択
肢
に

入
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
う
な
る
と
先
進
国
に

な
り
ま
す
よ
ね…

須
藤
さ
ん

農
業
の
生
産
で
す
か
？
販
売
で

す
か
？
（浅
田
：生
産
と
回
答
）と
い
う
よ
う
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に
、
国
際
や
農
業
っ
て
漠
然
と
し
た
言
葉

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
落

と
し
込
ん
で
い
く
と
い
う
作
業
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
の
深
堀
り
か
ら
国
際
農
業

の
な
か
で
も
、
こ
れ
は
好
き
で
こ
れ
は
好
き

じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
か
け
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
よ
ね
。

農
業
技
術
で
い
う
と
、
今
で
は
先
進
国
を

中
心
に
都
市
型
の
水
耕
栽
培
や
培
養
肉

(C
u

ltiv
a
te

d
 M

e
a
t)

の
製
造
な
ど
も

行
わ
れ
、
農
業
の
範
囲
が
拡
張
し
て
い
る
と

思
う
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
身
を
さ
ら
す
よ
う

な
経
験
を
す
る
と
、
も
っ
と
視
野
が
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

浅
田

私
、
情
報
収
集
力
が
弱
く
て
。
み
な

さ
ん
ど
う
や
っ
て
、
ど
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

使
っ
て
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
か
？

須
藤
さ
ん

や
っ
ぱ
り
詳
し
い
人
に
出
会
っ

て
話
を
聞
く
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
私

が
思
う
に
、
情
報
を
持
っ
て
る
人
に
は
、
よ

り
多
く
の
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

眞
鍋
さ
ん

ち
ょ
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
の
三
人
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
須
藤
さ
ん
、

鍋
田
さ
ん
、
眞
鍋
さ
ん
）
っ
て
お
招
き
好
き

で
す
よ
ね
。
人
好
き
。
人
と
集
ま
っ
た
り
、
集

め
た
り
、
ワ
イ
ワ
イ
人
と
関
わ
る
事
が
好
き

と
い
う
か
。

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
や
り
た
い
、
こ
の
人

と
会
い
た
い
、
話
し
た
い
、
と
本
能
の
ま
ま

に
人
と
接
し
て
い
れ
ば
情
報
っ
て
自
然
と
集

ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
こ
の
話
（
座
談
会
）

み
た
い
に
、
ど
う
で
す
か
ー
っ
て
聞
い
て
い

け
ば
情
報
っ
て
溜
ま
る
と
思
う
。

浅
田

ち
ょ
っ
と
意
外
で
し
た
。
ネ
ッ
ト
を

調
べ
ま
く
る
と
か
、H

P

に
登
録
す
る
と
か

だ
と
思
っ
て
た
の
で
。

鍋
田
さ
ん

絶
対
こ
の
人
抑
え
な
き
ゃ
い
け

な
い
っ
て
人
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

眞
鍋
さ
ん

鍋
田
さ
ん
は
本
能
的
に
誰
か
分

か
っ
て
い
ま
す
よ
ね
（笑
）

「今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
大
学
院
は
必
須

な
の
か
？
」

福
井
さ
ん

高
校
卒
業
ま
で
は
親
の
家
業
の

柔
整
師
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

ん
で
す
。

で
も
、
柔
道
で
進
学
し
た
と
き
に
法
学
部

に
進
ん
だ
の
で
、
夢
が
一
度
断
ち
切
れ
た
。

柔
整
師
の
資
格
を
取
る
に
は
ま
た
専
門
学

校
に
入
る
必
要
が
あ
っ
た
け
ど
、
も
う

ち
ょ
っ
と
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
教
職
を

と
っ
た
ん
で
す
（専
門
学
校
へ
は
進
ま
ず
）。

教
職
（
社
会
と
公
民
）は
自
分
で
決
め
た
初

め
て
の
進
路
で
、
気
づ
い
た
ら
そ
ち
ら
が
楽

し
く
な
っ
て
い
た
。
が
、
教
採
に
落
ち
て
、

J
O

C
V

に
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

鍋
田
さ
ん

福
井
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い

て
、
と
て
も
賢
い
人
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

他
の
三
人
（
熊
澤
さ
ん
、
花
里
さ
ん
、
浅
田
）

は
大
学
院
進
学
の
話
が
出
て
き
て
い
ま
す

よ
ね
。
福
井
さ
ん
の
話
に
は
大
学
院
が
出
て

き
て
い
な
い
け
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
道
に
指
導

者
と
し
て
本
格
的
に
進
む
に
は
大
学
院
は

必
須
で
は
？

福
井
さ
ん

熊
澤
さ
ん
の
話
な
ど
も
聞
い
て

い
て
、
本
当
に
そ
の
道
（大
学
の
指
導
者
）を

極
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
へ
行
っ
て

ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
極
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
く
べ
き
か
。
先
ほ
ど
の
熊
澤

さ
ん
の
話
が
引
っ
か
か
っ
て
い
て
。
日
本
で

学
ぶ
の
か
、
海
外
に
行
く
の
か
も
含
め
て
。

須
藤
さ
ん

理
論
を
評
価
し
て
く
れ
る
次
の

職
場
を
目
指
す
の
か
、
実
績
を
重
視
す
る
の

か
で
も
、
進
路
が
大
学
院
進
学
だ
け
に
は
限

ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
ど
れ
だ
け
勉
強
し
て

も
柔
道
の
技
が
上
手
く
な
る
訳
で
は
な
い

の
で
。
体
の
動
か
し
方
と
か
筋
肉
と
か
指
導

の
仕
方
と
か
を
学
ぶ
ん
で
す
よ
ね
。

福
井
さ
ん

柔
道
と
い
う
専
門
の
大
学
院
は

無
い
と
思
っ
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
や
栄

養
と
か
っ
て
い
う
方
向
に
な
る
。
学
生
時
代

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
コ
ー
チ
と

し
て
や
っ
て
い
く
な
ら
、
何
か
し
ら
の
専
門

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

花
里
さ
ん

福
ち
ゃ
ん
、
料
理
と
か
好
き
だ

か
ら
向
い
て
そ
う
だ
ね
。

「多
彩
な
働
き
方
。
長
く
続
け
る

v
s

色
々
試
す
？
」

花
里
さ
ん

キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
と
い
う
よ
り

は
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
た
く
て
。

J
IC

A

の
企
画
調
査
員
の
仕
事
は
色
々
な

国
に
行
け
て
色
々
な
交
流
が
あ
る
と
い
う

魅
力
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
2
～
3
年
の
限
ら

れ
た
期
間
の
中
で
、
次
の
ポ
ス
ト
に
ず
っ
と

ア
プ
ラ
イ
し
て
い
く
と
い
う
働
き
方
を
私
は

し
た
こ
と
が
な
く
て
、
そ
こ
に
対
す
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
か
は
あ
る
ん
で
す
か
？

須
藤
さ
ん

花
里
さ
ん
の
悩
み
の
中
で
、
一

生
続
け
て
い
け
る
仕
事
と
は
な
に
か
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
一
生
続
け
て

い
き
た
い
と
思
え
る
仕
事
が
あ
る
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
必
ず
し
も
終
身
雇
用
型

で
あ
る
必
要
も
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
。

今
で
は
任
期
付
き
職
員
の
仕
事
は
人
事
異

動
に
縛
ら
れ
な
い
生
き
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。

契
約
ベ
ー
ス
の
こ
の
仕
事
は
、
自
分
が
ア
プ

ラ
イ
し
た
と
こ
ろ
以
外
に
は
採
用
さ
れ
な

い
ん
で
す
。
あ
る
意
味
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て

い
く
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
。

一
生
続
け
た
い
仕
事
分
野
と
い
う
の
は
や
っ

て
い
く
う
ち
に
気
づ
い
て
い
け
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

基
づ
い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
生
き
て
い
く
、

で
は
な
く
て
、
毎
回
走
り
な
が
ら
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
す
と
い
う
形

で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い

ま
す
。

花
里
さ
ん
の
事
前
質
問
で
、
「協
力
隊
と
関

係
の
な
い
業
界
に
行
く
こ
と
が
も
っ
た
い
な

い
こ
と
な
の
か
？
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、

私
は
全
然
そ
の
よ
う
に
は
思
い
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
も
協
力
隊
経
験
が
、
自
分
の
経
験
や

教
養
と
し
て
次
に
活
か
せ
れ
ば
、
ま
っ
た
く

違
う
分
野
で
も
い
い
と
思
う
。
何
か
を
や
っ

た
ら
キ
ャ
リ
ア
が
縛
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方

を
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

花
里
さ
ん

と
い
う
の
も
、
私
、
3
年
で
全

部
仕
事
辞
め
て
き
て
い
て
。
ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
も
こ
の
人
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（組
織
内

の
役
職
な
ど
）ま
で
し
か
行
け
な
い
な
、
と

分
か
っ
て
し
ま
う
と
、
い
い
や
と
、
新
し
い

こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
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で
も
、
言
い
方
を
変
え
た
ら
、
そ
の
ま
ま
続

け
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ま
で
行
け
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
今

後
も
こ
の
ロ
ス
を
繰
り
返
す
の
か
悩
ま
し
い
。

ロ
ス
と
と
ら
え
る
か
新
し
い
機
会
と
と
ら

え
る
か
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

須
藤
さ
ん

組
織
の
中
で
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
と
か
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
か
昇
進
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
し
た
総
合
職
を
選
ん

だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ばJ

IC
A

の
中
で
も
様
々
な
働
き
方

が
あ
っ
て
、
私
（
任
期
付
き
職
員
）
は
所
長
に

は
な
れ
な
い
わ
け
で
す
よ
。
重
要
視
す
る
点

は
何
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
働
き
方
が
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

眞
鍋
さ
ん

時
間
と
金
銭
的
に
余
裕
が
で
き

れ
ばM

B
A

を
取
り
た
い
と
仰
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。

私
の
知
り
合
い
で
、
親
に
か
な
り
余
裕
が

あ
っ
て
出
し
て
く
れ
る
っ
て
い
う
の
に
、
親

の
お
金
で
は
嫌
だ
と
バ
イ
ト
し
な
が
ら
留

学
資
金
を
貯
め
て
い
る
若
い
子
が
い
て
、
年

は
返
っ
て
こ
な
い
し
、
行
き
た
い
気
持
ち
が

あ
る
時
に
借
り
て
行
っ
て
後
で
返
せ
ば
い
い

の
に
っ
て
。
プ
ラ
イ
ド
か
な
。
そ
う
い
う
人

に
は
強
く
、
奨
学
金
を
勧
め
ま
す
！
（
一
同

笑
い
）
。
財
団
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
し
、
な

ん
な
らJ

IC
A

も
出
し
て
ま
す
。
（帰
国
隊
員

奨
学
金
事
業
）

「国
際
協
力
の
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
」

浅
田

少
し
趣
旨
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
国
際
協
力
の
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立

に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
仕
事

は
海
外
赴
任
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

に
家
庭
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
き
た
ん
で

し
ょ
う
か
。

眞
鍋
さ
ん

（
結
婚
す
る
相
手
は
）
こ
の
業
界

の
人
だ
と
い
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
た
ん
で

す
。
知
り
合
い
に
、
ご
夫
婦
でJ

IC
A

の
仕
事

を
２
年
ご
と
に
順
番
に
や
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
子
育
て
含
め
う
ま
く
回
し
て
い
る
な
と
。

で
も
回
せ
る
か
回
せ
な
い
か
は
性
格
や
価

値
観
な
ど
個
人
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
ケ
ー
ス
は
結
果
シ
ン
グ
ル
に
な
り
子

供
を
連
れ
て
と
い
う
こ
と
で
、
一
見
大
変
そ

う
で
す
が
、
割
と
楽
で
し
た
。
（お
子
様
を
5

歳
か
ら
海
外
に
帯
同
し
て
い
る
）。
個
別
専

門
家
で
、
配
属
先
も
保
健
省
母
子
保
健
局
、

イ
ス
ラ
ー
ム
圏
、
女
性
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
多
い
職
場
だ
っ
た
の
で
、
出
張
は
何
が

何
で
も
日
帰
り
。
私
の
場
合
は
大
変
あ
り
が

た
か
っ
た
。

今
は
子
供
の
手
が
離
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
実
は
子
供
が
小
学
校
卒
業
す

る
ま
で
海
外
出
る
の
は
待
っ
て
ま
し
た
。
子

供
を
基
準
に
私
の
や
り
た
い
こ
と
を
合
わ

せ
た
選
択
で
し
た
。

浅
田

正
直
、
子
供
が
い
る
こ
と
で
選
択
肢

の
幅
が
狭
ま
っ
て
辛
い
な
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
か
？

眞
鍋
さ
ん

子
供
だ
け
で
考
え
た
ら
な
か
っ

た
か
な
。
私
の
子
だ
か
ら
き
っ
と
あ
ん
た
も

こ
れ
好
き
だ
よ
ね
っ
て
（笑
）。

幸
い
こ
の
生
活
に
馴
染
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

も
し
、
こ
れ
が
無
理
だ
と
い
う
子
供
だ
っ
た

ら
、
私
は
仕
事
を
変
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
覚
悟
で
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
最
初

の
モ
ロ
ッ
コ
の
案
件
に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

5
歳
児
を
一
人
で
連
れ
て
行
く
っ
て
す
ご

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
だ
な
っ
て
自
覚
は
あ
っ

て
、
最
初
の
1
～
2
か
月
で
泣
き
叫
ん
で
無

理
だ
と
な
っ
た
ら
、
こ
の
仕
事
を
辞
退
し
よ

う
と
思
っ
て
ま
し
た
。

当
時
の
関
係
者
の
方
、
す
み
ま
せ
ん
。
結

果
オ
ー
ラ
イ
で
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

鍋
田
さ
ん

結
婚
後
の
最
初
の
10
年
間
は

家
族
3
人
一
緒
で
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
か
ら
単
身
赴
任
に
。
イ
タ
リ
ア
は

奥
さ
ん
に
仕
事
を
辞
め
て
き
て
貰
っ
て
帯
同

し
て
も
ら
い
、
妥
協
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

際
に
奥
さ
ん
が
（仕
事
を
辞
め
て
）が
く
っ
と

来
て
し
ま
い
、
こ
れ
は
や
ば
い
と
思
っ
て
、

２
年
の
任
期
で
日
本
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
気
づ
い
た
ん
で
す
が
、
単
身
赴
任
の
15

年
の
間
、
基
本
的
に
毎
日
電
話
し
て
い
ま
し

た
。

「ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
か
。
計
画

さ
れ
た
偶
発
性
理
論
」

花
里
さ
ん

ど
の
職
業
が
私
に
向
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
と
い
う
の
を
聞
い
て
み
た
い
。

と
い
う
の
も
、
協
力
隊
に
来
る
と
き
に
こ
こ

か
ら
新
し
い
切
り
口
が
開
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
国
際
協

力
業
界
が
向
い
て
い
な
い
ん
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
き
て
い
て
。

帰
国
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
営
業
で
も
企
画

で
も
い
い
と
思
っ
て
書
い
た
が
、
今
ま
で

や
っ
た
こ
と
し
か
頭
の
中
に
選
択
肢
が
な
く

て
。
色
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
皆

さ
ん
に
、
こ
う
い
う
仕
事
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
っ
て
い
う
の
を
お
聞
き
し
て
み
た
い
。

鍋
田
さ
ん

い
つ
も
飲
み
会
の
と
き
に
話
を

す
る
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
や
り
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
こ
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

眞
鍋
さ
ん

花
里
さ
ん
が
お
父
さ
ん
と

ず
ー
っ
と
議
論
を
す
る
と
い
う
話
が
印
象
的

で
。
自
分
を
高
め
て
い
こ
う
と
か
、
何
か
を

追
求
す
る
の
が
好
き
な
タ
イ
プ
に
見
え
る

ん
で
す
。
な
ぜ
こ
の
業
界
は
向
か
な
い
と

思
っ
た
ん
で
す
か
？

花
里
さ
ん

私
、
利
他
的
に
な
り
切
れ
な
い

と
い
う
か
、
自
分
の
こ
と
が
好
き
す
ぎ
て
。

自
分
が
得
ら
れ
る
も
の
を
気
に
し
て
し
ま

う
ん
で
す
。
皆
さ
ん
ほ
ど
職
に
誠
実
に
な
り

切
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

眞
鍋
さ
ん

意
外
で
し
た
。
花
里
さ
ん
に

J
IC

A

い
い
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

私
は
50
年
生
き
て
き
て
、
結
局
自
分
が
好

き
だ
っ
た
も
の
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
。
幼
少
期
に
何
を
思
っ

て
た
か
、
自
分
の
ル
ー
ツ
み
た
い
な
も
の
に

今
が
繋
が
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
っ
て
気
づ
い
た
。

そ
う
思
う
と
、
花
里
さ
ん
の
場
合
、
お
父
様

（元
協
力
隊
員
）の
影
響
っ
て
す
ご
く
強
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

国
際
協
力
と
か
平
和
っ
て
、
ま
ず
は
自
分

が
平
和
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
セ
ネ
ガ
ル
の
時
の
気
づ
き
な
ん

で
す
が
、
そ
の
時
は
仕
事
が
な
ん
だ
か
上
手

く
い
か
な
い
、
伝
わ
ら
な
い
、
な
ん
で
！
？

私
つ
ら
い
！
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
て
、

ま
ず
は
自
分
を
大
事
に
し
よ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
と
ほ
ど
ほ
ど
に
力
を
抜
い
た
ら
、
楽
に

な
っ
た
。
自
分
が
平
和
で
な
け
れ
ば
平
和
構

築
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
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須
藤
さ
ん

好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
だ

と
思
う
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
自
分
が
好
き
な

こ
と
を
深
堀
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
。

そ
の
中
で
自
分
の
嫌
い
な
こ
と
も
分
か
っ
て

い
く
。
も
し
協
力
隊
の
経
験
で
、
こ
の
業
界

が
向
か
な
い
な
と
思
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
も
大
き
な
前
進
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

は
頭
で
考
え
て
み
て
も
分
か
ら
な
く
て
、
ま

ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ダ
メ
だ
っ
た
ら
次
の
道
に
進
め
ば
い
い

だ
け
。
偶
然
に
身
を
任
せ
る
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
論
で
「計
画
さ
れ
た
偶
発
性
理

論
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
の

8
割
は
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
偶
発
的

な
出
来
事
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
つ
ま
り
偶
然
と
い
う
の
は
す
ご
く
重
要

な
ん
だ
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。
た
だ
、
こ

れ
に
は
裏
が
あ
っ
て
、
偶
然
に
身
を
任
せ
る

た
め
に
は
自
分
で
積
極
的
に
行
動
し
、
し
っ

か
り
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
、
と
い
う
条
件
が
付
く
ん
で
す
。

ま
た
最
後
に
お
伝
え
し
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
は
、
将
来
設
計
を
点
で
は
な
く
「面
」
で
捉

え
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
で
す
。
例
え
ば

花
里
さ
ん
の
質
問
「
何
が
向
い
て
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
の
は
、
何
か
一
つ
を
見
つ
け

よ
う
と
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
よ
り
も
熊

澤
さ
ん
は
面
で
捉
え
て
い
て
、
あ
れ
も
や
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
れ
も
や
り
た
い
と
い

う
。将

来
設
計
っ
て
決
し
て
点
じ
ゃ
な
い
と
思

う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
的
が
あ
っ
て
中
心
の

点
で
は
な
く
と
も
的
の
ど
こ
か
に
当
た
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
と
。
ス
レ
ス
レ
で
も
い
い
か

ら
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
れ
ば
一
つ
の
キ
ャ

リ
ア
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

一
つ
の
的
に
当
た
れ
ば
ま
た
次
の
的
が
出

て
く
る
。
そ
う
や
っ
て
、
面
で
捉
え
て
行
け

ば
い
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「キ
ャ
リ
ア
設
計
、
将
来
デ
ザ
イ
ン
は
有

効
か
」

福
井
さ
ん

今
年
27
歳
に
な
る
ん
で
す
。
自

分
の
中
で
だ
い
た
い
30
歳
ま
で
は
色
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、

以
降
、
具
体
的
に
こ
う
し
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
は
今
ま
で
の
経
歴
で
、

い
つ
い
つ
ま
で
に
こ
う
し
た
い
と
か
道
筋
を

立
て
る
っ
て
い
う
の
は
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

か
？

須
藤
さ
ん

い
や
、
あ
ま
り
し
て
な
い
で
す

ね
（
笑
）
。
実
は
、
私
も
20
代
の
こ
ろ
は
同
じ

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も

今
36
歳
に
な
っ
て
、
今
で
も
も
っ
と
色
ん
な

こ
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ

で
い
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
に
変
わ
っ
て
き

て
い
て
、
そ
れ
は
さ
き
ほ
ど
の
話
の
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
を
面
で
捉
え
て
行
け
ば
、
次
の
方

向
性
が
ま
た
見
え
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
か

ら
。か

つ
て
の
終
身
雇
用
制
度
は
こ
の
10
年
で

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
て
、
雇
用
形
態
が

多
様
化
し
て
い
る
今
、
き
っ
と
何
か
し
ら
の

働
き
口
は
ど
こ
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

鍋
田
さ
ん

最
近
、
熱
で
5
日
ぐ
ら
い
寝
て

い
た
と
き
に
次
の
就
職
を
め
っ
ち
ゃ
探
し
て

い
ま
し
た
。
実
は
昔
農
薬
の
会
社
に
就
職
し

た
と
き
も
、
次
の
月
に
は
「次
は
何
を
や
ろ

う
か
な
」と
新
し
い
こ
と
を
探
し
て
い
た
し
、

そ
う
い
う
癖
が
あ
り
ま
す
ね
。

J
IC

A

で
25
年
働
い
て
、
若
い
こ
ろ
は
須
藤

さ
ん
の
よ
う
に
次
は
ど
ん
な
新
し
い
こ
と
を

や
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
け
ど
、
家
族
が
転

校
が
嫌
と
い
う
し
、
（奥
様
に
）迷
惑
を
か
け

る
し
、
だ
ん
だ
ん
家
族
を
優
先
す
る
方
に
考

え
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
安
定
っ
て
悪
い
も

ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

鳥
取
大
学
に
出
向
し
て
い
た
と
き
に
、
20

年
ぶ
り
に
以
前
働
い
て
い
た
農
薬
の
会
社

に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
か
つ
て
の

同
僚
が
ほ
ぼ
誰
も
辞
め
ず
に
い
て
、
「あ
あ
、

こ
の
会
社
、
め
っ
ち
ゃ
い
い
会
社
だ
っ
た
ん

だ
」と
思
っ
た
。
女
性
や
高
卒
の
方
も
辞
め

ず
に
働
い
て
い
て
、
日
本
っ
て
い
い
会
社
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
当
時
は

気
づ
か
な
か
っ
た
け
ど
。
20
年
30
年
と
地
道

に
や
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
自
分
は
で
き
な

か
っ
た
け
ど
、
こ
う
い
う
人
た
ち
が
国
を
支

え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。

日
本
の
技
術
力
と
か
い
う
け
ど
、
こ
う
い

う
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
国
っ
て
強
い
な
と
。

ま
あ
、
今
と
な
っ
て
は
国
力
が
あ
か
ん
と
か

言
わ
れ
て
い
ま
す
け
ど
。
（仕
事
を
色
々
変

え
て
き
た
）自
分
っ
て
あ
か
ん
な
と
思
い
ま

し
た
。

バ
ン
グ
ラ
隊
員
時
代
（
20
代
の
頃
）に
い
た

機
械
関
係
の
隊
員
が
皆
す
ご
く
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
自
分
が
い
か
に
バ
カ
だ
と
い
う
の

を
思
い
知
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
日
本
の
国
力
だ

と
思
い
ま
し
た
。

で
、
い
つ
に
何
を
決
め
た
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
の
が
答
え
で
す
。

座
談
会
を
終
え
て

後
日
、
相
談
者
の
皆
様
に
座
談
会
に
参

加
し
て
み
て
の
感
想
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

熊
澤
さ
ん

「キ
ャ
リ
ア
の
８
割
は
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
偶
発
的
な
出
来
事
に
よ
っ

て
決
ま
る
」と
い
う
言
葉
が
非
常
に
し
っ
く

り
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
偶
然
を
力
に
す

る
た
め
に
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
進
む
道
に
お
い
て
、
進
む
先
に

あ
る
大
き
な
目
標
が
自
分
に
と
っ
て
何
な

の
か
。
目
指
す
も
の
と
重
視
す
る
べ
き
視

点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
そ
こ
へ
進
む

た
め
に
、
自
分
の
中
に
あ
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ

と
も
道
を
具
体
化
さ
せ
る
よ
い
手
立
て
だ

と
学
び
ま
し
た
。

学
び
の
多
い
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
里
さ
ん

お
三
方
と
も
皆
ん
な
が
羨
む

キ
ャ
リ
ア
な
の
に
、
ガ
ツ
ガ
ツ
そ
れ
を
目
指

し
て
来
た
と
い
う
よ
り
は
、
好
き
を
追
っ
た

結
果
に
こ
れ
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
が
一

番
印
象
的
で
し
た
。
軸
が
あ
る
人
は
強
い

な
あ
と
。

対
し
て
、
私
が
欲
し
い
社
会
的
評
価
・年

収
・や
り
が
い
と
か
っ
て
、
と
て
も
相
対
的

な
も
の
だ
な
～
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
の
間
に
沢
山
自
問
自
答
し
て
み
ま

す
！

福
井
さ
ん

こ
の
度
は
貴
重
な
学
び
の
時

間
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
他
の
方
々
と
比

べ
私
は
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
等
が
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定
ま
っ
て
い
な
い
中
、
丁
寧
に
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
の
ご
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
道
も
あ
る

の
か
」
「
大
学
院
に
行
く
な
ら
こ
う
い
う
方

法
も
あ
る
の
か
」
と
、
実
際
に
経
験
談
を
元

に
聞
く
こ
と
が
で
き
て
学
び
の
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
際
に

H
P

を
見
た
り
す
る
の
も
大
事
だ
が
、
そ
れ

よ
り
も
、
実
際
に
色
ん
な
人
と
面
を
向

か
っ
て
話
を
し
て
関
係
を
作
り
、
関
係
が

出
来
た
人
た
ち
か
ら
は
多
く
の
情
報
、
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
の
言
葉
を

座
談
会
で
聞
い
た
際
に
も
の
す
ご
く
私
の

中
に
残
り
ま
し
た
。
柔
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
日

本
人
、
外
国
人
に
限
ら
ず
色
々
な
人
と
今

後
更
に
出
会
い
沢
山
学
び
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
、
今
後
の
私
の
人
生
に
な
に

か
役
立
て
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

重
ね
て
に
な
り
ま
す
が
、
貴
重
な
お
時
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浅
田

目
的
意
識
を
持
っ
て
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
一
つ
の
手
段
で
、
興
味
が
あ
る
か
ら

勉
強
し
て
み
た
り
、
そ
の
と
き
の
環
境
で

引
き
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
ご
縁
と
捉
え
る

の
も
あ
り
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
自

分
の
中
で
視
野
を
狭
め
て
い
た
よ
う
に
思

う
の
で
、
今
回
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
の
多

彩
な
経
歴
を
聞
け
た
の
は
、
考
え
方
の
選

択
肢
を
増
や
す
良
い
経
験
で
し
た
！
自
分

の
興
味
は
何
か
、
改
め
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。(

が
、
帰
国
し
た
ら
バ
イ
ト
し
な

い
と
で
す
ね…

)
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編 集 後 記

僭越ながら委員長として機関紙の編集に携わりました。といっても、私が委員
長らしい動きをしなくても素晴らしいページが量産される55号の機関紙メン
バーでした！さまざまな職種・年代の方が力を合わせるからこそ、アイデア豊
富で斬新な機関紙となりました。
みなさんが55号Drukを楽しんで読んでくださり、また次号につながることを
願っています。
寄稿・作成にご協力いただいた隊員の皆様、JICAスタッフの皆様、本当にあり
がとうございました！

いつもの「宿題は最終日」精神で締切ギリギリ(というかアウト)の提出でしたが、
委員会の皆さんと楽しく協力して完成させることができました！たくさんの方
に読んで貰えると嬉しいです。

隊員の方々が持っておられる専門的な知識や経験はもちろんのこと、ユーモア
溢れるアイディアや文章に、機関紙委員として楽しませていただきました。改め
てここブータンで皆さんとお会いできたご縁に感謝します。ありがとうござい
ます。

皆さまお疲れ様でした。個人で書く記事に加え、複数の隊員が作るページも欲
しいと考え、座談会を提案してみました。文字起こしが思った以上に大変でし
たが、座談会は面白かったです。ありがとうございました！

55号の全体編集を担当させていただきました。皆さんに書いていただいた記
事を皆さんがブータンで活動していた記録として、そして後で見返した時には
楽しい思い出として、この隊員機関紙に残せる事を大変嬉しく思います。

大内巴瑠子

浅田瑠理

熊澤美帆

鍋田肇

鈴木育則

機関紙が届く頃には、春を迎えシャクナゲが色鮮やかな花をつけているものと
思います。ブータンでも何気ない季節の移り変わりを楽しめるものですね。編
集、ご苦労様でした。

江面和彦

昨シーズンの冬は、こちらの寒さと極度の乾燥にかなりこたえました。今シーズ
ンは、昨シーズンより暖かいのか、それほど苦痛ではありません。3月になると
木にきれいな花が咲きだします。それまであと少し、冬を乗り切りましょう。

新保比奈子
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